ここのつ ふるちよ うめん や 

八月の 暑い 午後、 九 歳の あんぼん たん は 古 帳面 屋の 

つけぎ だな 

おきん ちゃんに 連れられて、 附木 店のお きん ちゃんの 

叔母さんの 家へ いった。 

みつけ ばくろち よう 

附木店 は 浅 草 見附 内の 郡 代 —— 日本 橋 区 馬 喰 町の 裏 

と 神 田の 柳 原 河原の こっち うらに あたって いる。 以前 

は、 日本 橋 区の 松 島 町と おなじ 層の 住民 地で、 多く 

かんにんぼう. 19 

願 人 坊主が いたの だそう だ。 附木を 造って 売った から 

附木 店の 名が ある。 だが、 あたしが 連れて かれた 時分 

はそんな 場処 ではなかった。 表通り は 何処か 閑散と し 

ふるがね や かじゃ 

て、 古鉄 屋ゃ、 かも じ屋 や、 鍛冶屋 位が 目に 立った が、 

こぎれ い 

横町 は 小奇麗だった。 



いた。 奇麗な 女 は 幾人 も 見た が、 なんだか 犬々，. してみ 

えたの だ。 色の 浅黒い 大きな 顔で、 鼻が すっと 高く つ 

そ まゆげ 

てしおの ある 眼だった。 剃った 眉毛が まつ 青だった。 

大きな 赤い 口で、 歯 は 茄子 色に つやつや していた。 洗 

い 髪が ふっと ふくれて、 浴衣に 博 多の 細帯 をく いちが 

うように 斜 にまい ていた。 

うちわ 

その 女が、 団扇 を もつ 手で、 葭屛風 を かたよらせな 

がら 言った。 

「そのお 子さん かい、 きんぼう ご 

と お じょうず 

十 歳で、 小柄で、 ませて いる、 清 元の 巧者な、 町の 

まげ かん ざし か 

小娘お 金坊 は、 蝶々 鬅 にさした 花 簪 で 頭を搔 きなが 



ら、 ええとい つた。 あんぼん たんの こと は 話しず みの 

友達だった のだろう。 

「やつち やん、 てった のね え ご 

きれい こまくら 

その 女 は 綺麗な、 ちりめんの 小 枕に 絹糸の 房の 垂れ 

ふなぞこ まくら はなござ 

ている、 きじ 塗りの 船底 枕 を わきに よせながら、 花筵 

の 上へ 座った ままで いった。 そばに は 大きな 猫が いた。 

あたし は 猫が 大きら いだ。 おまけに 化けそう な大猫 

で、 ふとい 尻つ ぼの 長いの だから、 なおい やだった。 

ひと 

それ にもかかわらず、 初対面の この 女の 魅力と、 ここ 

うち わた .0< ヌ 

の、 せまい 家の、 八幡の 藪 しらず のよう な 面白さに、 

おきん ちゃんに つ いて 毎日 通うよう にな つ てし まった。 



それ は、 芦船と いう 人が あまり 器用す ぎた のだろう。 

さる わかちよう はやし 

道楽で、 猿 若 町 の 芝居の 囉子 部屋に もいたり したから、 

くろうと 

あの 楽器へ、 長唄 同様な 囉子 をつ けた。 黒人が きくと、 

あらゆる 囉 子の 手が もちいられて あ つ て 舌 を まくと い 

うが、 そのよき 伴奏者の ために、 細い 二 本の &は 悲鳴 

を あげなければ ならな くな つ て、 一 一絃琴の 真のよ さ を 

失な つた 嘆きが ある。 もとより、 江戸 情緒 風物 をた す 

ける、 影の、 軽い 伴奏 はあって よい、 私の いうの は 鳴 

ものに まくしたてられて、 ヒス テリ カルに キン キンな 

ら される のを惜 むまで だ 

きんぼうに 連れられて、 あんぼん たんが ニ絃 琴のお 



に おぼえた。 芦 寿賀さん は 節が やかましかった。 曲 を 

おぼえれば それでい いとしなかった。 尤も、 それ は、 

きん 坊と あんぼん たんだけ で、 あとの 人 は 普通に、 器 

楽の 方 を 主にして 教え はした が、 二人の 子供 は 歌の 方 

きん 

が 三日、 琴の 方 は 一日で 自分から 弾けて しまった。 

あんぼん たん は、 ニ絃 琴が どんな もの か、 おぼろげ 

ながら 知っていた。 私の 家に も 芦船 師が 来たの だそう 

だが、 そんな 事 は 知っていない。 ただ ニ絃 琴と いう 名 

は 知らないが、 おしよ さんの 家で 見る それと おなじ 楽 

うち 

器が 私の 家に もあった の だ。 父が 時た まとり だして、 

安座 を かいて、 奏管 (琴爪) で 琴に つけた 譜面の 星 を、 



なって いて 具合が よいので、 薄い 横と じの 唄 本 をお く 

ためにお かれて あった。 六ッ ばかり ある 引出しに は、 

いと こば さみ 

絃ゃ、 小 鋏 や、 懐中 持ちの 薬 入れに 入れた、 絃に 塗る 

練 油な どが 入れて あった。 おじさん は、 おしよ さん 

のために、 子供た ちの 琴の 譜を さし 示す 銀の 細い、 

し ± 1 つ そくし 

消息 子の ような 棒 をつ くらせて くれたり した。 

た ぼ うま 

おしよ さんが 髢を かきつけ ている 巧 さ —— 合せ 鏡で、 

毛筋 棒の さきで 丸鬍の 根元 を撫 ている 時 鬟 のように 

格好のいい 頭 を、 あんぼん たん は 凝と 見つめて いた。 

七日 目で も 結いた てより きれいで 格好 もよ かった。 私 

は 夏の 日、 日盛り を 稽古に ゆく が、 おしよ さんの 邪魔 



その 坊主頭の 盲目のお ばあさんが、 キン ボウと ャィ 

さび すげ いこ 

チャン を 前になら ベて、 銹た 渋い のどで 唄の 素 稽古 を 

する。 そばで 聞いて いて ニ絃 琴の 唄 はすつ かり 暗唱し 

ている の だ。 ぉッ さんの —— おしよ さんと いうの がそ 

うま い ふし 

うきこえ る —— あすこん とこ は 巧い ね、 好い 節 だなん 

て いう。 この 坊さん 昔 はよ つぼ ど それ 者だった のに 違 

よこ あみが し び ぜん さま 

いない。 横 網 河岸の 備前家 (今の 安田 公園の 処) のお 

妾お 花さん が、 毎日 水門から 屋根 船 を 出して、 

いま どが し かわさき や 

今 戸河 岸の 巿川権 十郎の 家へ いったの でお 家 騒動が 起 

しもやしき うわさ 

り、 大 崎の 下 邸へ 移転 するとい う 噂から、 この 坊さ 

んも そんなよ うな 前身で、 大 崎の 下 邸に は 由縁のお 墓 



「毎年 是真さ んで ござんす から、 今年 は 河 竹 さ ん のに 

お頼みいた しまして —— 」 

ほんじよ 

それ は 団扇の 絵の ことだった。 河 竹さん と は、 本 所 

に 住む 黙 阿弥 翁の ことで、 一 一人娘の 妹さんが 絵 を かき、 

姉さん はお 父さんの 脚本のお 手伝い をした。 

おしよ さんの 家に は、 そうした 団扇に 虫が つかない 

みがき だけ へ や かもい 

ように、 細い 磨 竹 に 通して、 室の 隅に 三角に、 鴨居へ 

渡して あった。 

そろ い い 

「おしよ さん、 今年のお 浴衣 は、 大層 好い つてお はな 

よ ゆかた 

しです から、 夜 芝居で、 お 浴衣 見物で ございま すから、 

ひとつ どうぞ、 御 見物 を 1 



しまって たが、 阪東百 代と いう 踊りの 師匠のお 母さん 

になった の だ。 おしよ さんが 若かった 時、 太 政 官の参 

内の 馬車の 腰かけの 下へ かくれて いったと、 やかまし 

うわさ 

く 噂され た 事 もあった そうだ。 お 若い XX 様が 御 巡 

幸の 時、 百 代と 二人な らんだ 姿 をお 見詰めに なって I 

I たしかにお 目に とまった の だが、 まだ お歯黒 をお つ 

ちご さま 

けにな つて、 お 童 様だった から —— なんて 話 もき くと 

もな くきいた。 
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